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１．子ども自然体験活動  

（１）夏期子ども自然体験キャンプ《子どもゆめ基金助成事業》      

ア．本部主催「子ども自然体験キャンプ」                〈別表－１〉 

開催期間  ７～１０月 ＜２泊３日～３泊４日＞ 

開 催 数  ７会場〈えさし、桧原湖畔、いばらき、富士山、関西、瀬戸内海、沖縄〉 
      〈沖縄キャンプは台風のため延期し１０月１０日～１２日に開催〉 
参加者数  ５１１名（７名）※(  )内 は招待障害児数 
スタッフ等  ２１０名 

 

イ．連合会･支部共催「子ども自然体験キャンプ」            〈別表－１〉 

開催期間  ７～８月 ＜３泊４日～４泊５日＞ 

開 催 数  ８会場（美幌､嵐山､房総､岐阜､広島､山口､北部九州､鹿児島） 

参加者数  ４２９名（６名）  ※(  )内 は招待障害児数 
スタッフ等  ２５２名 

 

ウ．企画委員会の委嘱及び開催 

開 催 日  ６月２８日（日） 

会  場  ＳＹＤ会議室 

企画委員  浦田憲二（東京成徳大学准教授）  郡司俊雄（江戸川大学教授） 

田中浩史（ＮＨＫ放送文化研究所） 土井浩信 (淑徳大学教授) 

増子則博（福島県連青年部）     前田和弘（千葉県連青年部） 

海田孝行（岐阜県連青年部）     石田博嗣（広島県連青年部） 

古賀克彦（福島県連青年部）     山城 剛（ＯＹＧ支部） 

本団出席者  山﨑一紀、久世郁夫、根岸秋吉、青木富造、平山行雄、山﨑政弘、 
古城門奈津 

 

エ．キャンプ主事・事務担当者    
キャンプ名 主  事 事務担当者 キャンプ名 主  事 事務担当者

①え さ し 根 岸 秋 吉  塚 本 智 章 ②桧原湖畔 山 﨑政弘 古城門奈津

③いばらき 根 岸秋吉 真下淳一 ④富 士 山 寺 岡 賢 古城門奈津

⑤関  西 寺 岡 賢 望 月千加 ⑥瀬戸内海 保 坂正志 真下淳一

⑦沖  縄 平 山行雄 古城門奈津 リーダーキャンプ 平山行雄 山口千恵子

 

オ．キャンプ事前調査      

Ⅰ．青少年活動 

№ キャンプ名 実 施 日 派遣講師 

１ え さ し ６月 ２日（火）～ ４日(木) 根岸秋吉 

２ 桧原湖畔 ６月１６日（火）～１８日(木) 山﨑政弘 

３ いばらき ６月２５日（木）～２６日(金) 青木富造 

４ 富 士 山 ６月 ３日（水）～ ５日(金) 寺岡 賢 

５ 関    西 ６月２５日（木）～２６日(金) 寺岡 賢 

６ 瀬戸内海 ６月 ７日（日）～１０日(水) 保坂正志 

７ 沖    縄 ６月１５日（月）～１８日(木) 平山行雄 
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カ．印刷物の作成 

①子ども自然体験キャンプリーフレットの作成 

部  数  １６,０００部 

体  裁  Ａ２版、４色刷 

 

②子ども自然体験キャンプ報告書 

部  数  １,５００部 

体  裁  Ａ４版、１０７頁 
 

（２）冬期子ども自然体験キャンプ 

≪第１回≫ 
開 催 日  １２月２６日(土)～３０日(水)  ＜４泊５日＞ 
開 催 地  福島県（ばんだいふれあいぴあ及び裏磐梯スキー場） 
参加者数  ６８名 （リーダー１５名・子ども５３名) 

指導者等  高橋源一郎（ＳＡＪスキー指導員）、棚木弘喜（ＳＡＪスキー指導員） 
青木富造、平山行雄、山﨑政弘、古城門奈津、志村和也 

≪特別開催≫ 

開 催 日  平成２２年１月４日(月)～７日(木)  ＜３泊４日＞ 
開 催 地  福島県（ばんだいふれあいぴあ及び裏磐梯スキー場） 
参加者数  ３８名 （リーダー１３名・子ども２５名) 
指導者等  棚木弘喜（ＳＡＪスキー指導員） 

青木富造、平山行雄、山﨑政弘、志村和也 
≪第２回≫ 

開 催 日  平成２２年３月２６日(金)～３０日(火)  ＜４泊５日＞ 
開 催 地  福島県（ばんだいふれあいぴあ及び裏磐梯スキー場） 
参加者数  ６６名 （リーダー１７名・子ども４９名) 
指導者等  高橋源一郎（ＳＡＪスキー指導員）、五十嵐典矢（ＳＡＪスキー指導員） 

棚木弘喜（ＳＡＪスキー指導員） 
青木富造、平山行雄、古城門奈津、志村和也 
 

２．子どもボランティア活動推進事業《子どもゆめ基金助成事業》 
（１）幸せの種まきキャンペーン 

ア．幸せの種まきキャンペーン≪出前講座≫の実施         〈別表－２〉 
開 催 数  １３３会場 
参加者数  ２９,１１４名 

派遣講師  各２～３名 

体験発表者  １４名(青年ボランティア・アクションinフィリピン参加者) 
 

イ．幸せの種まきキャンペーン・パンフレットの作成・配布 

体  裁  Ａ４版、８頁、４色刷 

部  数  １８,５００部 
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（２）子ども週末体験活動の推進《子どもゆめ基金助成事業》      〈別表－３〉 

ア．子ども週末体験推進協議会 

開 催 数  ４会場 

参加者数  ５９名 

指導者等  １０名 

 
イ．子ども週末体験実践活動  

開 催 数  １０会場 

参加者数  ４３５名 

指導者等  講師１４名、青年指導者４０名、リーダー１３０名 
 

３．『少年少女』講習会（会場：伊勢青少年研修センター） 

（１）夏期少年少女合宿講習会(各地青年会議所共催) 

期  日 実施団体 / 実施名称 参加者数

７月３１日(金)～８月２日(日)
社団法人岸和田青年会議所 

「岸和田少年少女サマースクール」 
６３名

８月 ３日(月)～  ５日(水)
社団法人伊勢青年会議所 

「伊勢少年少女合宿講習会」 
１４３名

合   計 ２ 回 ２０６名

前 年 度 ３ 回 ２８２名
 

（２）第９回ナイトウォーク親子の集い 
  開 催 日  ９月５日（土）～６日（日） 
  対  象  小学３年生以上の子どもと大人 
  参加者数  ７７名（ほかスタッフ２６名） 

 

４．ＳＹＤ指導者の養成 

（１）自然体験活動リーダー研修会《子どもゆめ基金助成事業》 

ア．全国自然体験リーダーキャンプ 

開 催 日  ７月２８日(火)～８月１日(土）＜４泊５日＞ 

会  場  ばんだいふれあいぴあ 

参加者数  ２９名 (全国の中学生及び高校生以上の青年リーダー)  

指導者等  郡司俊雄（江戸川大学教授）、小荒井 実（福島県環境アドバイサー） 
     川島正吏（福島県山岳ガイド） 

山﨑一紀、平山行雄、山口千恵子、山﨑政弘、古城門奈津 
 

イ．自然体験キャンプリーダー研修会              〈別表－４〉 
開 催 日  ６～８月 ＜各１泊２日＞ 

開 催 数  ７会場 

参加者数  １０１名 
指 導 者  ９名 
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（２）社会奉仕体験活動リーダー養成 

ア．青年ボランティア・アクションin福島《子どもゆめ基金助成事業》 

開 催 日  平成２２年３月３１日(水)～４月５日(月)  ＜５泊６日＞ 

開 催 地  福島県（ばんだいふれあいぴあ及び国立磐梯青少年交流の家） 

参加者数  １３名 

講 師 等  遠藤信幸（介護福祉士）、 

山﨑一紀、青木富造、平山行雄、古城門奈津、志村和也 

   ＊事業開催日が平成２２年度に跨る為、《子どもゆめ基金》では、平成２２年度事業とする。 
 

【事前調査】 

開 催 日  平成２２年２月８日(月)～１０日(水) 

派 遣 者  根岸秋吉、志村和也 

実施地区  福島県下（喜多方市、会津若松市、郡山市、猪苗代町） 

 

イ．青年ボランティア･シンポジウムin高遠《子どもゆめ基金助成事業》 

開 催 日  １１月２１日(土)～２３日(月・祝) ＜２泊３日＞ 

開催会場  国立信州高遠青少年自然の家 

参加者数  ３３名(中学生及び高校生以上の青年リーダー) 
指導者等  山﨑一紀、青木富造、山口千恵子、平山行雄、山﨑政弘、古城門奈津、 
      志村和也 
 
【事前調査】 

開 催 日  １０月１４日(水) 

開催会場  国立信州高遠青少年自然の家 

派 遣 者  山﨑政弘 

 

ウ．全国青年ボランティア･フェスティバル《子どもゆめ基金助成事業》 

開 催 日  平成２２年２月６日(土)～７日(日)  ＜１泊２日＞ 

開催会場  国立青少年総合センター・ＳＹＤホール 

参加者数  ３９名(中学生及び高校生以上の青年リーダー) 
指導者等  山﨑一紀、青木富造、山口千恵子、平山行雄、古城門奈津、 志村和也 

 

エ．青年とボランティア活動報告書作成 

部  数  ５００部 

体  裁  Ａ４版、７５頁 
 

（３）ＳＹＤ指導者資格認定制度  

自然体験活動や社会奉仕体験活動等を日常的に展開する指導者の養成を目指し、自

然体験活動推進協議会(CONE)と連携した指導者資格証を発行するなど、ＳＹＤ指導者

資格認定制度の運用と充実を図った。 
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５．青年組織育成活動  

（１）自然体験キャンプ担当者会議（青年部中央委員）《子どもゆめ基金助成事業》 
開 催 日  ７月４日(土)～５日(日)  ＜１泊２日＞ 

会  場  国立青少年総合センター 

出 席 者  １６名（開催地キャンプ担当者） 

講 師 等  土井浩信（淑徳大学教授） 

山﨑一紀、青木富造、平山行雄、山﨑政弘、古城門奈津 

 

（２）ＳＹＤ青年ゼミナール《子どもゆめ基金助成事業》 
開催日 テーマ 発表者 参加者数 

４月１７日(金) 
世界一周二人旅  

～旅が教えてくれたこと～
志村和也 
岩村樹里 

３８名

６月１２日(金) 
世界青年の船に参加して 

～世界は広い。世界は狭い。と感じた４２日間～
日向恒人 
斎藤良輔 

２２名

１０月 ２日(金) フィリピンでのボランティア交流体験 
中井大輝 
葉梨未帆子 
橋本浩輔 

２６名

１１月 ６日(金) 大学生によるミャンマーでの教育支援 
太田憲人 
林田健治 

２２名

１２月１１日(金) 
実践、音痴矯正 

～世の中に音痴な人はいない～
高牧 康 ２３名

 ２月１９日(金) 女性起業家による「仕事の楽しさ・幸せ」 水野谷良子 ２４名

３月１９日(金) 
歴史に学ぶ 

 ～今、我々に眠る日本の心～
藤松泰通 ２８名

合  計 １２名 １８３名

 
（３）指導者の派遣及び青年組織活動への助成 

  青年組織からの要請により、指導者の派遣及び青少年活動への助成を行った。 

ア．共催キャンプへの講師・スタッフ等派遣 

 

イ．青少年活動パンフレット作成 

部  数  ２０,０００部 

体  裁  Ａ４版 
 

 

キャンプ名 実 施 日 派遣講師 キャンプ名 実 施 日 派遣講師 

①美    幌 
７月３０日(木) 
～８月２日(日) 

久世郁夫 ②嵐  山
８月６日(木) 

～９日(日) 
岩佐加寿子

③岐  阜 
８月８日(土) 

～１１日(火) 
保坂正志 ④広  島

８月１５日(土) 
～１８日(火) 

平山行雄 

⑤北部九州 
８月９日(日) 

～１２日(水) 
久世郁夫 ⑥鹿 児 島

８月９日(日) 
～１２日(水) 

青木富造 
山﨑政弘 
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Ⅱ．国際交流活動 
１．ボランティア･アクション in フィリピン 
（１）青年ボランティア・アクション in フィリピン 

開 催 日  ８月１８日（火）～２４日（月） ＜６泊７日＞ 

訪 問 地  フィリピン(マニラ市、ケソン市 他) 

参加者数  ２３名(全国の中学生及び高校生以上の青年リーダー) 

スタッフ  青木富造、山口千恵子 

   

（２）青年ボランティア・アクション in フィリピン支援品作成作業 

期  日  ８月１４日(金)～１７日(月) ＜４日＞  

参 加 者  8/14：１０名、8/15：６名、8/16：１０名、8/17：１５名 
 

（３）青年ボランティア・アクション in フィリピン報告書作成 

部  数  １０００部 

体  裁  Ａ４版 
 

２．ブラジルとの指導者交流事業 

（１）ブラジルへの指導者派遣 

派遣期日  平成２２年１月６日（水）～２月１７日（水） ＜４３日間＞ 

派 遣 先  ブラジル（サンパウロ､モジ､スザノ､マリンガ 他） 

活  動  少年少女講習会、リーダー研修会、講演会 他 

派 遣 者  寺岡賢 

 

ア．少年少女講習会、研修会 

 

 

 

 

№ 開催日 事   業   名 参加者 リーダー 指導者 炊事 合計 

１ 
１月 ８日 

～１０日 
モジ・ダス・クルーゼス 

少年少女講習会
８７名 ２２名 ５名 １５名 １２９名

２ 
１月１５日 

～１７日 
スザノ少年少女講習会 １９９名 ３０名 １０名 ２５名 ２６４名

３ 
１月１９日 

～２１日 
第３５回アサイ少年少女講習会 ７５名 １２名 １０名 １５名 １１２名

４ 
１月２２日 

～２４日 
第１９回マリンガ修養林間学校 １５９名 ２０名 １０名 ２５名 ２１５名

５ 
１月２５日 

～２７日 
第６回マウアーダセーハ 

少年少女講習会 
７７名 １５名 ７名 １５名 １１４名

６ 
１月２８日 

～３０日 
第５回ロンドリーナリーダー 

養成講習会 
５９名 １１名 ８名 １５名 ９３名

７ 
２月６日 

～７日 
リーダー研修会 ６０名 － ２名 ２名 ６４名

合計 ７１６名 １１０名 ５２名 １１２名 ９９１名
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イ．講演会 

№ 開催日 事   業   名 参加者 

１ １月２４日 マリンガ文化体育協会講演会 ９０名 

２ ２月  ６日 イグアス植民地日本人会講演会 ３３名 

３ ２月  ９日 サントアマーロ青空会講演会 ６０名 

４ ２月１１日 ブラジルを美しくする会講演会 ２３名 

合計 ２０６名 

 

（２）ブラジル青少年指導者の招聘 

ア．青年リーダーの招聘 

期  日  ７月１５日(水)～８月９日(日) ＜２６日間＞ 

招 聘 者  山口仁（２２歳・大学３年）・松岡ダニエル（２２歳・社会人） 

主な日程  本部研修、富士登山研修、伊勢研修、ばんだいふれあいぴあ、都内視察 他 

 

イ．指導者の招聘 

期  日  平成２２年１月２７日(火)～２月１５日(日) ＜２０日間＞ 

招 聘 者  八ヶ
や つ が

婦
ふ

 敏男 マリオ（６２歳） 

主な日程  本部･伊勢青少年研修センター･ばんだいふれあいぴあ各研修､都内視察 他 

 

３．関係団体協力事業(関係機関・団体主催事業への派遣・受入活動協力)  

（１) 派遣事業 
ア．ミクロネシア諸島自然体験事業（文部科学省委託事業） 
主  催  (独)国立青少年教育振興機構、㈳中央青少年団体連絡協議会 
期  日  ７月２３日(木)～３１日(金) ＜９日間＞ 
派 遣 先  ミクロネシア諸島 
派 遣 者  ディレクター 青木富造＜ポンペイ州＞ 

リーダー   葉梨未帆子＜コスラエ州＞、岩村樹里＜マーシャル＞ 
 
参 加 者  國分範史：東京都･中学１年＜ミクロネシア連邦コスラエ州＞ 

髙木航志：香川県･小学６年＜パラオ共和国＞ 
石原直登：東京都･小学６年＜パラオ共和国＞ 
長谷川尚紀：千葉県･小学５年＜マーシャル諸島共和国＞ 

 
①ミクロネシア諸島自然体験事業随行者研修会（文部科学省委託事業） 
主    催  (独)国立青少年教育振興機構、㈳中央青少年団体連絡協議会 
期    日  ６月４日(木)～６日(土) ＜２泊３日＞ 
会  場  国立青少年総合センター 
派 遣 者  青木富造 

 
②ミクロネシア諸島自然体験事業招聘事業（文部科学省委託事業） 
主    催  (独)国立青少年教育振興機構、㈳中央青少年団体連絡協議会 
期    日  ６月２０日(土)～２２日(月)、２４日(水)、２９日(月)、３０日(火) 
派 遣 先  東京都、他 
派 遣 者  青木富造 
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③ミクロネシア諸島自然体験事業出発研修会（文部科学省委託事業） 
主    催  (独)国立青少年教育振興機構、㈳中央青少年団体連絡協議会 
期    日  ７月２０日(月・祝)～２３日(木) ＜３泊４日＞ 
派 遣 先  国立青少年総合センタ― 
派 遣 者  青木富造 

 
イ．日本青年訪中団体表団Ｄ分団青年団体（派遣） 
主 催 日  日本派遣団体：財団法人日中友好会館 

中国受入団体：中華全国青年連合会 
期    日  ９月１６日(水)～２２日(火・祝) ＜６泊７日＞ 

※９月１５日(火) 事前研修会〈会場：財団法人日中友好会館〉 
派 遣 先  中国・北京市、昆明市、広州市 他 
派 遣 者  山﨑政弘 

 
ウ．東アジア生命平和運動未来指導者養成プログラム 
①東アジア生命平和運動未来指導者養成プログラム準備会議 
主    催   ㈳中央青少年団体連絡協議会 
期    日   ９月７日(月)～９日(水) ＜２泊３日＞ 
派 遣 先   韓国 
派 遣 者   青木富造 

 
②東アジア生命平和運動未来指導者養成プログラム(派遣) 
主    催   ㈳中央青少年団体連絡協議会 
期    日   １１月１３日(金)～１６日(月) ＜３泊４日＞ 

※１１月１２日(木)事前研修会 
派 遣 先   韓国 
派 遣 者   準備委員 青木富造  

参 加 者 根岸千紘(法政大学･３年)、 
二殿大輔(立命館大学･４年)、 
志村和也(ＳＹＤ青年部） 

 
エ．韓国青少年交流事業(派遣) 
主  催  ㈳中央青少年団体連絡協議会 
受入団体  韓国青少年団体協議会 
期    日  平成２２年３月１９日(金)～２５日(木) ＜６泊７日＞ 

※３月１８日(木)事前研修会 
派 遣 先  韓国 
派 遣 者  田平みなみ（精華学園高等学校３年・ＳＹＤ宇部マインドベル支部） 

 
（２）受入事業 

ア．コアリーダー育成プログラム受入 
主    催  内閣府 
期    日  平成２２年２月４日(木) 
課   題  事業運営マネージャーとしての能力向上 
エスコート  福田達男（ＳＹＤいばらき支部） 
出 席 者  山﨑一紀、久世郁夫、根岸秋吉、山﨑政弘 
訪 問 者  ３２名(フィンランド８名、ドイツ７名、英国７名、他１０名) 
 
イ．日中青少年指導者交流受入事業 
主     催  ㈳中央青少年団体連絡協議会 
期    日  平成２２年１月２１日(木)～２６日(火)  ＜５泊６日＞ 
活 動 地  都区内 他 
エスコート  平山行雄 
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ウ．日韓青少年交流受入事業 
主    催  ㈳中央青少年団体連絡協議会 
期    日  平成２２年２月４日(木)～１０日(水) ＜６泊７日＞ 
活 動 地  都内、静岡県 他 
エスコート  平山行雄 

 

 
 

１．伊勢講習会  会場：伊勢青少年研修センター 
（１）みがく講習会（定例講習会）                      〈別表－５〉 

開 催 数 １２回 ＜各３泊４日＞ 
参加者数 ３９４名 

 
（２）「みがく」特別講習会                          〈別表－６〉 

開 催 数 ５回 ＜各１泊２日＞ 
参加者数 ４１６名 

  
（３）特別講習会 

ア．神嘗祭講習会 

期  間  Ａ初穂曳コース：１０月１５日(木)～１７日(土) ＜２泊３日＞ 

Ｂ神嘗祭コース：１０月１６日(金)～１７日(土) ＜１泊２日＞ 

参加者数  Ａ：５０名 Ｂ：４５名 計９５名（定員 ７０名) 

対  象  一般社会人 
 

イ．初詣新春の集い 

期  間  平成２２年１月９日(土)～１０日(日) ＜１泊２日＞ 

参加者数  ８６名（定員１００名） 
  
  ウ．「いのちのまつり」トークライブ 

開 催 日  １０月２２日（木）～２３日（金） 
対 象 者  子ども・大人 
参加者数  ４９名 
出 演 者  ナビゲーター  草場一壽（陶彩画家・絵本「いのちのまつり」作者） 

         ピ ア ノ  弓削田健介（シンガーソングライター） 
         朗  読  夢輝のあ（歌手・女優） 
 
（４）講師の派遣                             〈別表－７〉 
  派 遣 数  ２３回 
  参加者数  １,７２７名 
 

２．関東・東北地区講習会 

（１）新入社員２ＤＡＹＳセミナー 
期  間 ４月２０日(月)～２１日（火） 
会  場 ＳＹＤホール 
参加者数 １０名 

 
（２）リフレッシュセミナー 

期  日 平成２２年２月１７日(水)～１９日(金) ＜２泊３日＞ 
会   場 レークサイド磐光(福島県) 
参加者数 １８名 

Ⅲ．講習会・講演活動



- 10 - 

３．受託セミナー                             〈別表－８〉 

（１）ブラインドウォークセミナー  
開 催 数  １４回 
参加者数  ２７９名 

 

（２）パート社員セミナー 
開 催 数  １５回 
参加者数  １,６７１名 
 

（３）新入社員セミナー 
開 催 数  １２回 
参加者数  ７５９名 
 

（４）一般社員セミナー 
開 催 数  ８回 
参加者数  ３４２名 
 

（５）一般セミナー 
開 催 数  ３回 
参加者数  １３３名 

 

４．連合会・支部、企業・青少年団体等への講師派遣・斡旋 

 ＜講習会・講演会への講師派遣＞集計                   〈別表－９〉 

（１）講習会 

開 催 数 １３７回 

参加者数 ６,９７８名 
 

（２）講演会 

開 催 数 ２４回 

参加者数 １,７９７名 
  

 
  

１．さわやか家庭《共育》セミナー            〈別表－１０〉 

連合会・支部等を実施団体として、地元の教育委員会やＰＴＡ、幼稚園など諸機関・団

体と連携をとって開催。親や大人が子どもと共に育つことの大切さと、家族・学校・地域

が共に協力して青少年を育てようと呼びかけた。 

  期  間 通年 <各 1 日> 

  開 催 数 １１会場 

  参加者数 ６２１名（１会場平均５６名） 

  講  師 １７名（各会場１～３名) 

Ⅳ．家庭教育活動 
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１．｢幸せの種まき運動｣の推進 

 各事業を実施し、会員および支部・連合会等と連携を図りながら「幸せの種まき運動」を

展開した。 

（１）愛汗実践塾 

「愛と汗」の理念を学び、その実践への意欲を高める機会とし、研修会方式で実施した。 

ア．たむら支部(福島県) 

開 催 日 ６月１７日(水)   

会   場 船引町商工会館 

参加者数 ３５名（支部法人会員６社から参加） 

講   師 久世郁夫、根岸秋吉 

 

イ．いばらき支部(茨城県) 

開 催 日 平成２２年３月１３日(土)   

会   場 ＳＹＤ会議室 

参加者数 ７名 

講   師 久世郁夫、根岸秋吉 

 

（２）第１回「ストリートチルドレン支援チャリティー演芸会」～立川流落語会の巻 

開 催 日 ６月１９日(金)    

会   場 ＳＹＤホール 

参加者数 １２４名 

出 演 者 立川談四楼、立川志らく、立川らく次、立川三四郎 

  ※収益金５８,５５０円を｢幸せの種まき献金｣へ入金した。 

 

（３）第６回「平田康子チャリティーJAZZコンサート」－ストリートチルドレン支援－ 

開 催 日  １０月９日(金) 

会  場  ＳＹＤホール 

参加者数 １８０名 

出 演 者  ジャズ・ヴォーカルの平田康子さんなどプロのミュージシャン８名 

※収益金３２１,９８２円を｢幸せの種まき献金｣へ入金した。 

 

（４）第１２回「幸せの種まき祭り」－ストリートチルドレン支援－ 

各地の連合会・支部・クラブや関係企業等から提供いただいた衣料品、名産品、野菜

などを販売するチャリティーバザーを中心に実施。近隣の方々や関東地区の会員などが来

場、ボランティア４０名の協力を得た。 

開 催 日  １１月８日(日) 

会   場  ＳＹＤホールほか 

参加者数  ４００名(埼玉県連合会がバス２台で７９名参加、祭り参加後は都内観光へ)   

※バザー等による収益金２４７,０３７円を｢幸せの種まき献金｣へ入金した。 

 

Ⅴ．会員・組織活動 
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２．会員の加入促進                          

（１）会員の現状                          〈別表－１１〉 

会員種別 当年度(22.3.31現在) 前年度(21.3.31現在) 増減 

ふれあい会員 ５９７ ４７０  １２７ 

愛 会 員 １,２３９ １,４７７ △２３８ 

向上会員 ２,３６７ ２,７０５ △３３８ 

永生会員 １０,７２８ １０,７２７     １ 

合  計 １４,９３１ １５,３７９ △４４８ 

 
（２）後援会会員の現状 

会員種別 当年度(22.3.31現状） 前年度(21.3.31現状) 増減 

法人会員 １２６ １３２ △６ 

個人会員 １９９ １９０ ９ 

合  計 ３２５ ３２２ ３ 

 

３．支部・連合会等への活動支援 

（１）講師・役職員の派遣                       <別表－１２> 

連合会・支部等の総会や諸活動に講師・役職員を派遣した。 

  回数  ２０回（随時) 

 

（２）｢皇居勤労奉仕｣への支援 

  連合会・支部による奉仕団の実施を支援し、職員を派遣した。 

 ア．静岡県連合会｢静岡県修養団皇居勤労奉仕団｣ 

  実 施 日  ４月１４日(火)～１７日(金)  <３泊４日> 

  参加者数 ４５名（小川職員を事務担当者として派遣） 

    ※４月１４日に本部を訪問(講話・山崎一紀) 

 

イ．広島県連合会｢広島県修養団皇居勤労奉仕団｣ 

実 施 日  ９月１３日(日)～１８日(金) 〈５泊６日〉 

参加者数  １６名（小川職員を事務担当者として派遣） 

    ※９月１５日に本部を訪問(講話・久世郁夫) 

 

ウ．赤来支部｢島根県修養団皇居勤労奉仕団｣  

実 施 日  １０月４日(日)～８日(木)   〈４泊５日〉 

参加者数  １４名（小川職員を事務担当者として派遣） 

    ※１０月６日に本部を訪問(講話・山﨑一紀) 

 
（３）「ＳＹＤかわらばん<最新活動情報>」の発行・配布 

 主催事業・活動および会員組織の活動・事業等の最新活動情報を掲載し、毎月２０日頃

(８月を除く)、各１，２００部を連合会・支部・クラブ、評議員等に送付した(NO.18～NO.28)。

また、主な記事は、毎月、ＳＹＤホームページ「web かわらばん」で発信した。 
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（４）「ＳＹＤカード」の発行・配布 

  会員が携帯して日々の生活に役立てるとともに、集会や活動で活用することを目的に、

｢誓願｣や｢私たちの実践目標｣などを内容としたＳＹＤカードを７，０００枚作成。各連合

会・支部・クラブ等を通じて５,０００枚を配布した。 

 
（５）諸団体との連携 

  社会教育団体振興協議会、(財)あしたの日本を創る協会、(社)東京のあすを創る協会な

どと連携を図った。また、千修会（修養団内に事務所を置き、千駄ヶ谷・代々木・神宮前

の町会、商店会、シニアクラブの役員等により、まちづくり活動を通じて地域の活性化を

目指して平成１１年に設立された会）の創立１０周年記念事業(３月７日)の開催に協力し

た。 
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１．募金活動   

連合会・支部・クラブ、会員及び「幸せの種まきキャンペーン《出前講座》」実施校など

を通じて募金活動を行った。また、ハイチ大地震被災者支援については、特別に募金を呼び

かけた。 

                            単位：円 
 

  4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 

月 計 金 額 83,025 109,723 290,207 334,741 128,463 108,245

一 般 献 金 49,025 51,723 175,407 130,741 42,463 40,245

指定献金 34,000 58,000 114,800 204,000 86,000 68,000

ハイチ大地震 0 0 0 0 0 0

子ども学資支援 34,000 58,000 82,000 154,000 46,000 58,000

大学生学資支援 0 0 12,800 0 0 0

学校支援 0 0 20,000 0 40,000 10,000

子ども医療支援 0 0 0 50,000 0 0

  10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

月 計 金 額 498,068 549,692 812,796 160,130 520,292 236,360

一 般 献 金 434,068 370,170 746,796 48,130 48,700 66,515

指定献金 64,000 179,522 66,000 112,000 471,592 169,845

ハイチ大地震 0 0 0 10,000 327,592 39,845

子ども学資支援 34,000 34,000 46,000 82,000 54,000 118,000

大学生学資支援 0 120,522 0 0 60,000 0

学校支援 30,000 25,000 20,000 20,000 30,000 12,000

子ども医療支援 0 0 0 0 0 0

  今年度 前年度  

年間合計金額 3,831,742 （262 件） 6,162,402 （311 件） 

一 般 献 金 2,203,983 （151 件）   

指定献金 1,627,759 （111 件）

ハイチ大地震 377,437 （  34 件）

子ども学資支援  800,000 （  58 件）

大学生学資支援 193,322 （   4 件）

学校支援 207,000 （  14 件）

子ども医療支援 50,000 （   1 件）

※前年度には､ミャンマーサイクロン､中国四川大地
震、岩手・宮城内陸地震への義援金(64 件 807,453
円)のほか、学資支援の大口(2 件 1,700,000 円)が
含まれる。 

 

☆指定献金の子ども学資支援、大学生学資支援、学校支援、子ども医療支援は全てフィリピ

ン向け支援を示す。 

Ⅵ．幸せの種まき献金活動 
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２．支援活動                        

 海外のストリートチルドレン支援として、フィリピンの子供４６名、大学生９名の学資支
援等を行ったほか、ブラジルの施設を支援した。また、災害支援及び国内の高齢者や障害者
施設などを支援した。 

 

フィリピン： ストリートチルドレン(学用品プレゼント、遠足招待等） 660,000 円 

フィリピン： 子ども（幼稚園～高校生）学資支援（スカベンジャー・４６名） 552,000 円 

フィリピン： 子ども(大学生)学資支援（スカベンジャー・９名） 1,350,000 円 

フィリピン： ｢パンガラップ ラーニングセンター」(学校支援） 1,200,000 円 

フィリピン： ストリートチルドレン(医療費）  50,000 円 

フィリピン： 「マザーテレサの家」  19,960 円 

ブ ラ ジ ル： ｢コロニア・ベネーザ」(教育支援）  70,000 円 

ハ イ チ： ハイチ大地震義援金（ＮＰＯ法人難民を助ける会） 377,437 円 

三 重 県： 伊勢身体障害者｢協和会」  100,000 円 

三 重 県： 身体障害者小規模授産施設 共同作業所「末芳園」 100,000 円 

三 重 県： 社会福祉法人わかたけ「わかたけ萩の里」 50,000 円 

三 重 県： 社会福祉法人まほろばの里｢しいの木園」 50,000 円 

三 重 県： 小規模作業所｢工房ぼちぼち倶楽部」  50,000 円 

三 重 県： ｢エンゼル会」  30,000 円 

三 重 県： 特定非営利活動法人｢ステップワン」  30,000 円 

福 島 県： 特別養護老人ホーム「北原荘」  30,000 円 

福 島 県： 特別養護老人ホーム「しょうぶ苑」  30,000 円 

福 島 県： 高齢者生活センター｢しゃくなげホーム」   30,000 円 

  合    計 4,779,397 円 

  前年度合計 5,344,560 円 
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Ⅶ．出版・広報活動 
 
１．機関誌「向上」「愛」の発行 
  
（１)「向上」 

号 発行部数 随想テーマ 備 考 

４月号 ４,４００部 ほめる  

５月号 ４,３００部 育てる  

６月号 ４,３００部 考える  

７月号 ４,２００部 努力する  

８月号 ４,８００部 思いやる 夏期事業配布用８５０部含む

９月号 ４,０００部 くつろぐ  

１０月号 ４,１００部 親しむ  

１１月号 ４,０００部 感謝する  

１２月号 ４,１００部 見守る  

１月号 ４,３００部 決める  

２月号 ４,４００部 励ます  

３月号 ４,０００部 愛する  

合  計 ５０,９００部  （前年度５２,３００部） 

 

（２）「愛」 

号 発行部数 備  考 

４月号 ２,２００部  

５月号 ２,２００部  

６月号 ２,２００部  

７月号 ２,４００部 ｢ふれあい特集号｣４６２部含む 

８月号 ２,９００部 夏期事業配布用８５０部含む 

９月号 ２,１００部  

１０月号 ２,２００部  

１１月号 ２,７００部 ｢ふれあい特集号｣５０５部含む 

１２月号 ２,２００部  

１月号 ２,２００部  

２月号 ２,５００部  

３月号 ２,５００部 ｢ふれあい特集号｣５０１部含む 

合  計 ２８,３００部  （前年度２９,９００部） 
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２．平成２２年版「日々の力」の制作・販売 

（１）制作 

  題  名 笑顔になぁれ！ 

  作  者 〈絵と文字〉小野里匡笑 

  体  裁 日めくり式短冊形・３３枚、４色刷 

  印刷部数 ２４,５００部(宣伝用含む) 

 

（２）販売 

「日々の力」愛好者をはじめ会社の贈呈用、支部会員配布用などにご利用頂いた。      
区 分 件 数 部 数 

一般名入 ６４件 １３,６８０部 

ＳＹＤ名入 ７５件 ３,２９３部 

無 地 １０９件 １,７４７部 

予定表付 ４２件 ６４２部 

合計 ２９０件 １９,３６２部 

前年度合計 ２９１件 ２１,８６６部 

 

Ⅷ．施設運営事業 
 
１．伊勢青少年研修センター                     

（１）利用状況                            〈別表－１３〉 

ア．ＳＹＤ主催講習会 

開 催 数 ２４回（前年度１９回） 

参加者数 １,３２３名（前年度９４８名） 

 

イ．受託講習会                         〈別表－１４〉 

開 催 数 ３１回（前年度１６回） 

参加者数 １,３１５名（前年度６６６名） 

 

ウ．一般研修会                         〈別表－１５〉 

開 催 数 ５７回（前年度７６回） 

参加者数 ２,３６６名（前年度３,３４４名） 
 

（２）整備 

ア．平成２１年度｢年賀寄附金配分事業｣(郵便事業㈱) ｢大講堂トイレの老朽化に伴う洋

式化改修工事｣ 

大講堂１階のトイレ１０箇所を洋式化した。 

事 業 費 ２,９２２,１５０円（うち配分金１,９５０,０００円） 

工   期 ６月１日～７月８日 ※８月２１日に事業完了報告書を提出した。 

  

イ．(財)森村豊明会助成事業 

伊勢青少年研修センターの宿泊室・食堂の畳表替えを行った。 

事 業 費 ２,５５７,１７０円（うち助成金２,０００,０００円） 

工   期 １１月２０日終了 
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２．修養団ＳＹＤビル・ＳＹＤホール 
（１）ＳＹＤホールおよび会議室の貸出状況 
  ア．ＳＹＤホール 
   回  数 １４４回（前年度１８１回） 
   利用者数 １８,０２０名（前年度２３,３７０名） 
 
  イ．ＳＹＤ会議室(１６階) 
   回  数 ３９回（前年度４１回） 
   利用者数 ８６０名（前年度８００名） 
 

３．ばんだいふれあいぴあ 
 
（１）利用状況 

月 利用団体数 利用者数 延べ利用者数 

４月      ０ ０         ０ 

５月      ２ １９ ７２ 

６月      ２ １５ ４２ 

７月      ２   １８５ ４４０ 

８月      ３ ４２３ ２,８１５ 

９月     ３ １３５ １８０ 

１０月      ０     ０       ０ 

１１月      ０     ０       ０ 

１２月      １ ６８ ３４０ 

１月      ３ ５１ １８３ 

２月      ６ １１４ ２１８ 

３月      ３ ９２ ３６４ 

合 計 ２５回 １,１０２名 ４,６５４名 

前年度合計 ２６回 ９６４名 ４,４０４名 

 

（２）主な利用団体(敬称略・順不同) 

ひばり保育園、喜多方市立第一小学校６学年ＰＴＡ、栃木県キャンプ協会、飯豊の山

案内人の会、日立アプライアンス労働組合多賀支部、ホテル観山、ＳＹＤいばらき支部、

ＳＹＤ千葉ハーティークラブほか  
        

（３）整備など 

・業務打ち合わせ及び関係先挨拶まわり(１１月１６日～１７日) 

・給湯管取替え工事(１２月４日終了) 

 
４．関西会館 

関西地区の活動拠点として、またテナントスペースの適正管理を行った。 
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Ⅸ．関係機関・団体との協力活動 
１．関係機関・団体との協力活動               〈別表－１６〉 

青少年教育及び社会教育関係団体･機関との連携を図り協力し合い､青少年の健全育

成ならびに社会教育に関する会議等に別紙のとおり出席した。 
 

２．関係機関・団体への委員等の就任            

社会教育団体振興協議会  会長                  國分正明 

              副会長                 山﨑一紀 

              幹事                  久世郁夫 

全国体験活動ボランティア活動総合推進センター アドバイザー  久世郁夫 

(財)あしたの日本を創る協会 評議員               久世郁夫 

文部科学省 中央教育審議会 (スポーツ青少年分科会) 委員    青木富造 

文部科学省 ネット安全安心全国推進会議委員           青木富造 

総務省 安心ネットづくり促進協議会普及啓発委員会 委員     青木富造 

(社)中央青少年団体連絡協議会副会長               青木富造 

(独)国立青少年教育振興機構 

国立オリンピック記念青少年総合センター施設業部運営委員   青木富造 

ＮＰＯ法人自然体験活動推進協議会理事              青木富造 

(財)日本ウォーキング協会評議員                 青木富造 

(社)中央青少年団体連絡協議会 常置委員会 国際委員       古城門奈津 

(社)中央青少年団体連絡協議会 常置委員会 広報委員       志村和也 

(社)中央青少年団体連絡協議会 特別委員会     

国際理解・国際交流体験活動事業実行委員            平山行雄 
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１．第４回ＳＹＤボランティア奨励賞 

（１）ＳＹＤボランティア奨励賞・パンフレット配布 

募集パンフレット２０,０００部を作成し、≪出前講座≫開催校、全国の中・高・大学、

新聞に掲載されたボランティア活動実施小学校等へ送付すると共に、関連団体、全国の

県・市教育委員会へ広報依頼をしたところ、昨年を上回る１５７件の応募があった。 
 

（２）選考委員会の開催 

日  時  平成２２年１月１８日（月） １３時～１４時 

会  場  ＳＹＤビル１６階会議室 

出 席 者  選考委員 ７名   

     明石要一（千葉大学教授） 

長沼 豊 (学習院大学教授） 

青柳修治（全日本中学校長会事務局長） 

山田一功（日本ＰＴＡ協議会相談役） 

國分正明（
財団

法人修養団理事長） 

山﨑一紀（
財団

法人修養団専務理事） 

青木富造（
財団

法人修養団青年部部長） 

職員 ３名 

 

【選考結果】 

・文部科学大臣賞 １点 

豊田市崇化館中学校 麦の会(愛知県) 

・優  秀  賞 ３点 

《小学生の部》 日吉子どもサミット（滋賀県） 

《中学生の部》 名古屋市立はとり中学校（愛知県） 

《高校生の部》 中央学院高等学校 生物部（千葉県） 

《大学・一般の部》 該当なし 

・特  別  賞 ５点 

ＳＹＤ北海道クラブ（北海道) 

横浜市立岡村中学校（神奈川県） 

長野県飯田風越高等学校 国際教養科３年（長野県） 

みんなでつくる学校 とれぶりんか（大阪府） 

広島文化学園短期大学 食物栄養学科（広島県） 
 

（３）ＳＹＤボランティア奨励賞贈呈式 

日  時  平成２２年２月７日（日） １３時～１５時 

会  場  ＳＹＤホール 

出席者数  ８６名（受賞関係者２８名､来賓２名､全国青年ボランティア･フェスティバル 

参加者３９名、一般参加者１名、ＳＹＤ役職員１６名） 

内  容  文部科学省スポーツ･青少年局の池田輝司青少年課長より来賓祝辞と文部科 

  学大臣賞の贈呈、選考委員で日本ＰＴＡ協議会の山田一功相談役より選考経 

  過の報告、國分理事長より各賞贈呈、その後各受賞者から挨拶と活動発表が 

  あった。 

Ⅸ.表彰 
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２．平成２１年度修養団年次功労者表彰(創立１０４周年) 

特 別 賞  【蓮沼賞】７名（追贈１名を含む） 

          千葉与市（北海道）、今井新吉（福島県）、高橋英夫〈追贈〉(福島県) 

          猪爪芳朗（千葉県）、小谷富一（新潟県）、小林百合子（新潟県） 

          吉田スズ子（香川県）  

個人表彰  ４名  団体表彰  １団体 

個人感謝状 １１名  団体感謝状  １団体 

 

ⅩⅠ．諸会議の開催 
  

１．理事会 

（１）第１回理事会 

期  日 ５月２０日（水） 

会  場 ＳＹＤビル１６階会議室 

出席理事 １７名(本人出席１３名、委任状出席４名) 

出席監事  ２名(委任状出席２名) 

オブザーバー   １名 

議  題 

ア．平成２０年度事業報告について 

イ．平成２０年度収支決算について 

ウ．新定款（案）について 

エ．評議員の一部交替について 

オ．平成２１年度上期慰労手当の支給について 

 

（２）第２回理事会 

期  日  ９月３０日（水） 

会  場  ＳＹＤビル１６階会議室 

出席理事  １７名(本人出席１１名、委任状出席６名) 

出席監事   ２名(本人出席２名) 

オブザーバー   １名 

議  題 

ア．評議員選定委員の選任についてい 

イ．評議員候補者の推薦について 

ウ．土地買収補償金の処理について 

エ．その他 

  ・下期慰労手当の支給について 

  ・今後の理事会開催について 

 

（３）第３回理事会 

期  日  １２月１０日（木） 

会  場  ＳＹＤビル１６階会議室 

出席理事  １７名(本人出席１２名、委任状出席５名) 

出席監事    ２名(本人出席２名) 

オブザーバー    ２名 

議  題 

ア．子どもゆめ基金廃止の場合の事業について 
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イ．賃貸料値下げについて 

ウ．公益法人認定申請の一時凍結について 

エ．明治通り拡幅に伴う土地工事について 

 

（４）臨時理事会 

期  日  平成２２年２月１６日（火） 

会  場  ＳＹＤビル１６階会議室 

出席理事  １７名(本人出席１２名、委任状出席５名) 

出席監事    ２名(本人出席１名、委任状出席１名) 

議  題 

ア．賃貸借期間内解約の件について 

イ．賃料について 

ウ．訴訟について 

エ．今後の対応について 

 

（５）第４回理事会 

期  日  平成２２年３月２４日(水) 

会  場  ＳＹＤビル１６階会議室 

出席理事  １７名(本人出席１１名、委任状出席６名) 

出席監事    ２名(本人出席２名) 

オブザーバー    １名 

議  題 

ア．平成２２年度事業計画書(案)について 

イ．平成２２年度予算大綱 (案)について 

ウ．評議員の選任について 

エ．貸付金貸倒れ処理について 

オ．愛汗苑について 

カ．その他 

   ・次回の理事会開催について  

   ・公益財団法人認可申請について 

 

２．第１０９回定期評議員会 

期  日  ５月３０日(土) 

会  場  ＳＹＤホール 

出席評議員  ７４名(本人出席３７名、委任状出席３７名) 

オブザーバー   ２名 
議  題 

ア．平成２０年度事業報告並びに収支決算について 

イ．平成２１年度事業計画並びに収支予算について 

ウ．平成２２年度事業計画への要望について 

エ．明治通り拡幅に伴う土地買収の件について 

オ．公益法人制度改革及び新定款（案）について 
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３．評議員選定委員会 

期  日  １１月５日(木) 

会  場  ＳＹＤビル１６階会議室 

出 席 者  選定委員５名 （明石要一、池田邦彦、大塚学、深町均、吉田正志） 

      事 務 局３名 （國分正明、山﨑一紀、真下淳一） 

議  題  公益財団法人認定の移行後最初の評議員候補者の選定について 
 

４．後援会役員会  

期  日  ６月１６日(火) 
会  場  ＳＹＤビル１６階会議室 
出 席 者  ７名 
本部役職員  ４名 

 

５．顧問会  

期  日  ６月２４日(水) 
会  場  ＳＹＤビル１６階会議室 
出 席 者  ６名 
本部役員  ２名 

 

６．弔 事                               〈別表－１７〉 

山本正淑顧問をはじめ、多数の恩人・先輩・名誉団員・永生会員・同志各位が逝去され、

弔意を表した。 

 

７．慶 事  

（１）平成２１年度社会教育法施行６０周年記念「社会教育功労者表彰」について 

文部科学省より、全国的見地から社会教育関係の団体活動に精励し社会教育の振興に

功労のあった１１５名が表彰された。そのうち、本団から岡部宣子理事（本団推薦）、

青木富造青年部部長（中青連推薦）が受賞した。 

なお、表彰式は１１月２０日文部科学省講堂にて行われた。 

 

８．その他 

（１）明治通り拡幅に伴う土地売買契約について 
明治通り拡幅に伴い、修養団所有地７１.３㎡を３９８,６８８,２１０円で売却するこ

とで東京都と合意し、平成２２年３月８日に“土地売買契約”を完了した。 

 

（２）土地売却に伴う物件移転補償契約について 

  土地売却に伴う“物件移転補償契約”を平成２２年３月８日に３２,２１４,３５４円で

東京都と取り交わした。（工事見積もりは４９,８７５,０００円で約１,８００万円持ち出

し） 
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後 援 会 活 動 報 告 
 

平成２１年度後援会活動は、６月１１日の後援会役員会において決定された事業計画に基づき､

募金目標額は 1,800 万円の達成をめざして６月中旬より活動を開始。 

三菱グループ、三井グループ、住友グループ、日立グループ、宇部興産グループ、パナソニッ

ク、フジタ、キッコーマン、東京電力、北越紀州製紙、東芝、マービー等々法人会員１２６社、

個人会員１９９名の方々の深いご理解と温かいご支援により、13,130,000 円の会費収入を得る

事ができた。 

なお、会費収入のうち経費を除いた金額 12,892,399 円を後援会の助成対象事業である「青少

年の健全育成」「家庭教育の推進」「社会教育指導者の育成」の３事業支援のために修養団へ繰り

入れた。 

 

１．会員移動状況 

（１）新入会員 
〈法人会員２社〉 

（福島県)ライフフーズ㍿、(東京都)㍿協和 
 
〈個人会員１５名〉 

（埼玉県）中曽根語良、横山貞子 （千葉県）古城門奈津 
（東京都）藤原千也、児玉雅子、松下晴之介、志村和也、平石和夫 
（静岡県）蓮沼清子 （島根県）田村勝則 （山口県）内藤一枝 
（愛媛県）西山雅啓 （熊本県）藤本慶子 （佐賀県）北村恭子、中島紀代子 

     
（２）逝去会員〈個人会員２名〉 

（新潟県）外山芳也 （愛媛県）岡部ヨシエ 
 

２．募金活動 

（１）募金目標・募金実績（単位・円） 

〈募金目標〉            〈募金実績〉 

     法人会費 １４,５００,０００円    法人会費 １０,９３０,０００円 

     個人会費  ３,５００,０００円    個人会費  ２,２００,０００円 

     合  計 １８,０００,０００円    合  計 １３,１３０,０００円 

 

（２）募金方法 

ア．文書活動 

６月１１日の後援会役員会で承諾された事業計画にもとづき、６月中旬より募金活

動を開始。平成２１年度会費納入のお願い書を法人、個人会員宛発送した。 

   

イ．訪問活動 

６月下旬より関東地方法人会員各社を訪問し、平素のご支援の御礼と引き続きご協

力のお願いをした。 
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３．広報活動 

（１）修養団機関誌『向上』６月号に平成２０年度の後援会会員名簿を掲載、協力の御礼と 

感謝の意を表すると共に平成２１年度のお願いをした。 

 

（２）『向上』(平成２１年度５月号より１年間)及び平成２２年度版「日々の力」を法人、 

個人各会員に贈呈した。 

 

４．会  議 

（１）役員会 

期  日  ６月１６日(火) １１時～１３時 

会  場  ＳＹＤビル１６階会議室 

出 席 者  会  長  藤村正哉 

常任幹事  山中啓一、山本憲一、西村敏行、相沢俊行、細井和則 

監  事  芳賀律（松野正人監事代理） 

修 養 団  國分正明、山﨑一紀、久世郁夫、岩佐加寿子 

議  事  

ア．平成２０年度後援会事業報告並びに収支報告及び監査報告について 

イ．平成２１年度後援会事業計画案及び収支予算案について 

ウ．平成２０年度修養団主要事業報告並びに 

平成２１年度修養団主要事業計画について 

エ．その他  

 

５．平成２１年度収支報告 (平成２１年４月１日～平成２２年３月３１日まで) 
      
貸 方（支出） 科 目 貸 方（収入） 前年度（収入） 

 会費収入（法人) 10,930,000（126 社） 11,160,000（132 社）

   〃  （個人） 2,200,000（199 名）  1,960,000（190 名）

 そ の 他 の 収 入  

  

12,892,399 修 養 団 後 援 金  

5,030 旅 費

8,925 印 刷 費

78,711 通 信 運 搬 費

84,000 消 耗 品 費

40,425 会 議 費

20,510 雑 費

13,130,000 合 計 13,130,000 13,120,000 
 


